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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ｋ
　
－
９
９
９
９

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
１
２
８
Ｗ

【
作
者
名
】

　
シ
ェ
イ
フ
ォ
ン

【
あ
ら
す
じ
】

　
現
実
か
ら
逃
げ
て
死
ん
だ
俺
は
何
と
、
廃
人
に
な
る
程
や
り
込
ん
で
い
た
ゲ

ー
ム
の
世
界
に
転
生
で
き
た
。

何
だ
よ
、
神
様
も
俺
の
こ
と
を
見
捨
て
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。

そ
う
安
心
し
た
の
も
つ
か
の
間
、
異
質
な
数
値
と
オ
ー
ト
ス
キ
ル
に
俺
は
目
を

瞬
か
せ
る
。

Ｌ
Ｕ
Ｃ
　
－
９
９
９
９
　
な
ん
だ
こ
れ
は
？

そ
し
て
特
定
の
行
動
に
よ
っ
て
Ｌ
Ｕ
Ｃ
が
変
動
と
い
う
オ
ー
ト
ス
キ
ル
も
意
味
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が
分
か
ら
な
い
。

あ
、
目
の
前
で
お
姉
さ
ん
が
転
ん
だ
。

気
ま
ぐ
れ
で
助
け
よ
う
。

ピ
ロ
ー
ン

『
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
―
―
Ｌ
Ｕ
Ｃ
＋
１
』

あ
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
か
。

善
行
を
積
め
と
神
様
は
言
い
た
い
の
だ
な
。

幸
い
に
も
ス
テ
ー
タ
ス
は
最
強
だ
か
ら
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
。

さ
て
と
、
始
め
る
か
。
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各
種
設
定
（
前
書
き
）

Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
を
全
く
プ
レ
イ
し
た
こ
と
の
無
い
作
者
が
作
っ
た
設
定
で
す
。

も
し
ベ
テ
ラ
ン
の
方
が
見
て
く
れ
た
の
な
ら
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま

す
。
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各
種
設
定

　
ス
テ
ー
タ
ス
説
明

　
Ｈ
Ｐ
…
…
こ
れ
は
文
字
通
り
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
生
命
力
を
表
し
、
ゼ
ロ
に
な
れ

ば
死
ぬ
。

　
Ｍ
Ｐ
…
…
魔
法
や
技
を
使
う
の
に
必
要
な
値
。

　
Ｖ
Ｉ
Ｔ
…
…
強
力
な
攻
撃
や
長
時
間
の
錬
成
な
ど
の
行
動
に
よ
っ
て
減
少
す

る
幅
が
大
き
く
な
り
、
ゼ
ロ
に
な
る
と
死
ぬ
。

　
Ｓ
Ｔ
Ｒ
…
…
杖
や
剣
な
ど
物
理
攻
撃
で
相
手
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
際
に
影

響
す
る
。

　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
…
…
敵
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
際
ダ
メ
ー
ジ
算
出
に
影
響
す
る
。

　
Ｉ
Ｎ
Ｔ
…
…
物
理
的
ダ
メ
ー
ジ
以
外
の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
際
に
影
響
す
る
。

　
Ｍ
Ｎ
Ｄ
…
…
魔
法
ダ
メ
ー
ジ
や
異
常
効
果
な
ど
を
受
け
た
際
に
影
響
す
る
。

　
Ａ
Ｇ
Ｉ
…
…
命
中
率
や
回
避
な
ど
に
影
響
す
る
。

　
Ｌ
Ｕ
Ｃ
が
影
響
す
る
の
は
あ
く
ま
で
戦
闘
や
調
合
と
い
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
の

み
。
日
常
生
活
に
お
い
て
運
が
悪
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

ち
な
み
に
Ｌ
Ｕ
Ｃ
は
、
魔
物
と
の
エ
ン
カ
ウ
ン
ト
や
会
心
一
撃
ま
た
痛
恨
ダ
メ

ー
ジ
や
攻
撃
の
命
中
・
回
避
。
魔
物
に
よ
る
ド
ロ
ッ
プ
ア
イ
テ
ム
そ
し
て
鍛
冶

や
調
合
の
成
否
に
関
係
し
て
い
る
。

　
称
号
設
定
　
　

　
剣
使
い
　
剣
が
装
備
で
き
る
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魔
法
使
い
　
魔
法
が
使
え
る

　
剣
士
　
　
レ
ベ
ル
１
１
以
上
　
剣
使
い

　
ソ
ル
ジ
ャ
ー
　
　
レ
ベ
ル
１
１
以
上
　
剣
使
い

　
戦
士
　
　
レ
ベ
ル
１
１
以
上
　
剣
使
い

　
弓
使
い
　
　
レ
ベ
ル
１
１
以
上
　
剣
使
い

　
魔
道
士
　
　
レ
ベ
ル
１
１
以
上
　
魔
法
使
い

　
ク
レ
リ
ッ
ク
　
　
レ
ベ
ル
１
１
以
上
　
魔
法
使
い

　
道
化
士
　
　
レ
ベ
ル
１
１
以
上
　
魔
法
使
い

　
シ
ャ
ー
マ
ン
　
　
レ
ベ
ル
１
１
以
上
　
魔
法
使
い

　
ソ
ー
ド
マ
ス
タ
ー
　
　
レ
ベ
ル
３
１
以
上
　
　
剣
士

　
サ
ム
ラ
イ
　
　
レ
ベ
ル
３
１
以
上
　
　
剣
士

　
ハ
ル
バ
ー
デ
ィ
ア
　
　
レ
ベ
ル
３
１
以
上
　
　
ソ
ル
ジ
ャ
ー

　
騎
士
　
　
レ
ベ
ル
３
１
以
上
　
　
ソ
ル
ジ
ャ
ー
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ウ
オ
ー
リ
ア
　
　
レ
ベ
ル
３
１
以
上
　
　
戦
士

　
山
賊
　
　
レ
ベ
ル
３
１
以
上
　
　
戦
士

　
ア
ー
チ
ャ
ー
　
　
レ
ベ
ル
３
１
以
上
　
　
弓
使
い

　
狩
人
　
　
レ
ベ
ル
３
１
以
上
　
　
弓
使
い

　
魔
法
剣
士
　
　
レ
ベ
ル
３
１
以
上
　
　
魔
道
士

　
魔
術
師
　
　
レ
ベ
ル
３
１
以
上
　
　
魔
道
士

　
プ
リ
ー
ス
ト
　
　
レ
ベ
ル
３
１
以
上
　
　
ク
レ
リ
ッ
ク

　
ト
ル
バ
ド
ー
ル
　
　
レ
ベ
ル
３
１
以
上
　
　
ク
レ
リ
ッ
ク

　
幻
術
師
　
　
レ
ベ
ル
３
１
以
上
　
　
道
化
士

　
錬
金
術
師
　
　
レ
ベ
ル
３
１
以
上
　
　
道
化
士

　
ド
ル
イ
ド
　
　
レ
ベ
ル
３
１
以
上
　
　
シ
ャ
ー
マ
ン

　
ネ
ク
ロ
マ
ン
サ
ー
　
　
レ
ベ
ル
３
１
以
上
　
　
シ
ャ
ー
マ
ン

　
剣
聖
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
ソ
ー
ド
マ
ス
タ
ー

　
勇
者
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
ソ
ー
ド
マ
ス
タ
ー
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剣
豪
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
サ
ム
ラ
イ

　
斬
鬼
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
サ
ム
ラ
イ

　
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
ハ
ル
バ
ー
デ
ィ
ア

　
槍
神
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
ハ
ル
バ
ー
デ
ィ
ア

　
宮
廷
騎
士
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
騎
士

　
ド
ラ
ゴ
ン
ナ
イ
ト
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
騎
士

　
グ
レ
ー
ト
ナ
イ
ト
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
ウ
オ
ー
リ
ア

　
英
雄
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
ウ
オ
ー
リ
ア

　
バ
ー
サ
ー
カ
ー
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
山
賊

　
破
壊
神
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
山
賊

　
ス
ナ
イ
パ
ー
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
ア
ー
チ
ャ
ー

　
フ
ォ
レ
ス
ト
ナ
イ
ト
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
ア
ー
チ
ャ
ー

　
ア
サ
シ
ン
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
狩
人

　
ニ
ン
ジ
ャ
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
狩
人

　
魔
法
騎
士
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
魔
法
剣
士
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暗
黒
騎
士
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
魔
法
剣
士

　
賢
者
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
魔
術
師

　
大
魔
導
師
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
魔
術
師
　
　
二
重
詠
唱
可
能

　
ビ
シ
ョ
ッ
プ
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
プ
リ
ー
ス
ト

　
暗
黒
神
官
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
プ
リ
ー
ス
ト

　
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
リ
ア
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
ト
ル
バ
ド
ー
ル

　
パ
ラ
デ
ィ
ン
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
ト
ル
バ
ド
ー
ル

　
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ス
ト
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
幻
術
師

　
ジ
ョ
ー
カ
ー
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
幻
術
師

　
魔
械
術
師
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
錬
金
術
師

　
マ
ッ
ド
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
錬
金
術
師

　
暗
黒
神
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
ド
ル
イ
ド

　
魔
皇
帝
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
ド
ル
イ
ド

　
召
喚
術
師
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
ネ
ク
ロ
マ
ン
サ
ー

　
リ
ッ
チ
　
　
レ
ベ
ル
６
１
以
上
　
　
ネ
ク
ロ
マ
ン
サ
ー
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人
物
設
定
（
前
書
き
）

す
で
に
出
て
き
た
設
定
、
そ
し
て
ま
だ
出
て
き
て
い
な
い
裏
設
定
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
ち
ょ
く
ち
ょ
く
更
新
す
る
と
思
い
ま
す
。
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人
物
設
定

コ
ウ
イ
チ
＝
タ
カ
ハ
ラ

種
族
　
人
間

１
７
歳
（
元
３
５
歳
）

本
編
の
主
人
公
。

打
算
的
に
物
事
を
考
え
る
。

最
強
、
お
そ
ら
く
国
家
相
手
で
も
普
通
に
戦
え
る
。

Ｌ
Ｕ
Ｃ
　
－
９
９
９
９
と
い
う
神
に
見
放
さ
れ
た
運
だ
が
、
コ
ウ
イ
チ
は
そ
れ

を
前
の
世
界
で
自
殺
し
た
業
が
原
因
と
考
え
て
い
る
の
で
嘆
く
こ
と
な
く
受
け

入
れ
て
い
る
。

最
悪
の
状
況
を
想
定
し
、
常
に
大
量
の
ア
イ
テ
ム
を
持
ち
歩
い
て
動
く
の
で
周

り
か
ら
「
ど
う
し
て
そ
ん
な
の
持
っ
て
る
の
？
」
と
驚
か
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
。
足
り
な
い
運
を
豊
富
な
経
験
で
補
っ
て
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
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始
ま
り

　
こ
の
世
に
絶
望
し
て
自
殺
。

　
そ
れ
は
よ
く
あ
る
話
だ
。

　
何
せ
俺
の
時
代
に
は
電
脳
世
界
と
現
実
世
界
と
の
境
界
が
無
く
な
っ
た
の
だ

か
ら
。

　
科
学
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
、
人
類
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
に
入
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
昔
な
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
画
面
の
向
こ
う
で
動
く
の
を
た
だ
眺
め
る
し
か
出

来
な
か
っ
た
が
。

　
今
で
は
そ
れ
が
画
面
の
中
で
と
も
に
動
く
こ
と
が
出
来
る
。

　
現
実
と
空
想
が
曖
昧
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
現
実
で
失
敗
し
た
奴
ら
は
空
想
に
逃
げ
込
ん
で
安
住
の
地
を

得
る
。

　
そ
し
て
つ
い
に
は
俺
の
よ
う
に
死
ん
で
し
ま
う
。

「
…
…
イ
ー
ス
ペ
リ
ア
大
陸
物
語
の
中
に
行
き
た
い
な
」

　
大
量
の
睡
眠
薬
に
意
識
が
急
速
に
薄
れ
ゆ
く
中
。

　
俺
は
廃
人
に
な
る
程
や
り
こ
ん
だ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
こ
と
を
考
え
た
。
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気
が
付
い
た
ら
俺
は
薄
汚
い
路
上
で
寝
転
ん
で
い
た
。

「
…
…
こ
こ
は
ど
こ
だ
」

　
俺
は
自
分
の
部
屋
の
ベ
ッ
ド
に
い
た
は
ず
な
の
だ
が
、
い
つ
の
間
に
か
こ
ん

な
場
所
に
い
る
。

　
ペ
タ
ペ
タ
と
自
分
の
顔
を
触
っ
て
み
る
と
、
普
段
よ
り
少
し
肌
の
つ
や
が
あ

る
。

　
体
の
軽
快
さ
か
ら
お
そ
ら
く
今
の
俺
は
１
７
歳
の
頃
の
時
分
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
俺
は
周
り
を
見
渡
す
。

　
敷
き
詰
め
ら
れ
た
石
畳
み
。
行
き
か
う
人
々
は
ス
ー
ツ
や
洒
落
た
服
で
な
く
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
登
場
す
る
あ
の
古
風
の
あ
る
服
。
そ
し
て
極
め
つ
け
は
耳
の

尖
っ
た
人
や
猫
耳
な
ど
明
ら
か
に
人
じ
ゃ
な
い
の
が
混
じ
っ
て
い
る
。

「
ま
さ
か
、
こ
こ
は
」

　
俺
は
内
か
ら
湧
き
出
て
く
る
興
奮
を
押
さ
え
な
が
ら
左
手
の
人
差
し
指
と
中

指
を
合
わ
せ
た
。

　
思
っ
た
通
り
、
本
人
以
外
見
え
な
い
透
明
な
ウ
イ
ン
ド
ウ
が
出
現
す
る
。

　
こ
れ
は
本
人
し
か
確
認
で
き
な
く
、
ど
れ
だ
け
親
し
く
と
も
他
人
は
ス
テ
ー
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タ
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。

　
確
信
し
た
。

　
こ
れ
は
ゲ
ー
ム
の
中
だ
。

　
し
か
も
俺
が
愛
し
て
や
ま
な
い
イ
ー
ス
ペ
リ
ア
大
陸
物
語
と
い
う
ゲ
ー
ム
の

世
界
。

　
な
ん
だ
よ
。

　
神
様
も
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。

　
現
実
に
絶
望
し
た
俺
に
こ
ん
な
舞
台
を
与
え
て
く
れ
る
と
は
。

　
始
め
に
イ
ー
ス
ペ
リ
ア
大
陸
物
語
と
い
う
の
は
、
イ
ー
ス
ペ
リ
ア
大
陸
を
舞

台
と
し
た
ゲ
ー
ム
で
、
エ
ル
フ
や
獣
人
な
ど
の
亜
人
や
魔
法
も
登
場
す
る
王
道

の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
系
だ
。

　
し
か
し
、
ど
う
し
て
そ
れ
が
大
人
気
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
と
既
存
の
ゲ
ー

ム
を
超
え
た
リ
ア
ル
テ
ィ
ッ
ク
に
よ
っ
て
人
気
を
博
し
た
。

　
他
の
ゲ
ー
ム
と
一
線
を
画
す
リ
ア
リ
テ
ィ
に
も
関
わ
ら
ず
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を

両
立
さ
せ
、
例
え
画
面
の
向
こ
う
側
で
知
っ
て
い
て
も
そ
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の

華
麗
さ
に
目
を
細
め
て
し
ま
う
。

　
そ
し
て
、
俺
は
そ
の
ゲ
ー
ム
を
廃
人
に
な
る
ほ
ど
や
り
込
ん
で
い
た
。

　
あ
る
時
は
他
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
冒
険
に
出
か
け
、
あ
る
時
は
ソ
ロ
で
ク
エ
ス

ト
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
あ
る
時
も
ア
イ
テ
ム
作
り
や
町
興
し
な
ど
イ
ー
ス
ペ
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リ
ア
大
陸
物
語
で
で
き
る
操
作
は
あ
ら
か
た
や
り
尽
く
し
た
と
思
う
。

　
そ
し
て
、
そ
ん
な
俺
が
心
血
を
注
い
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
愛

し
た
ゲ
ー
ム
の
世
界
に
行
け
た
と
な
る
と
こ
れ
は
も
う
喜
ぶ
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

　
が
、
そ
ん
な
ウ
キ
ウ
キ
し
た
感
情
も
ス
テ
ー
タ
ス
を
見
て
不
可
解
な
数
値
に

目
を
細
め
る
。

　
俺
の
ゲ
ー
ム
内
で
の
ス
テ
ー
タ
ス

　
　
名
前

　
コ
ウ
イ
チ
＝
タ
カ
ハ
ラ

　
種
族
　
　
人
間

　
ク
ラ
ス
　
大
魔
導
師
　
　
二
重
詠
唱
可
能

　
レ
ベ
ル
　
８
５

　
装
備
　
　
武
器
　
　
ア
レ
イ
ス
タ
ー
の
杖
　
　
　
　

　
　
　
　
　
防
具
　
　
古
代
の
ロ
ー
ブ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
腕
　
　
　
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
の
指
輪
　
　
即
死
無
効

　
　
　
　
　
足
　
　
　
ル
ナ
テ
ィ
ス
の
ブ
ー
ツ
　
　
あ
ら
ゆ
る
場
所
を
歩
け
る

　
　
　
　
　
装
飾
品
　
転
生
の
宝
玉
　
　
　
　
　
　
戦
闘
中
一
度
だ
け
蘇
れ
る

　
ス
テ
ー
タ
ス

　
Ｈ
Ｐ
　
２
０
４
５

　
Ｍ
Ｐ
　
５
０
７
１

　
Ｖ
Ｉ
Ｔ
　
９
６
９

　
Ｓ
Ｔ
Ｒ
　
４
５
６

　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
　
４
５
９

　
Ｉ
Ｎ
Ｔ
　
１
６
２
４
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Ｍ
Ｎ
Ｄ
　
１
０
５
１

　
Ａ
Ｇ
Ｌ
　
６
８
７

　
Ｌ
Ｕ
Ｃ
　
－
９
９
９
９

　
オ
ー
ト
ス
キ
ル

　
Ｌ
Ｕ
Ｃ
 

変
動

　
名
前
や
装
備
は
い
つ
も
通
り
。

　
Ｈ
Ｐ
…
…
こ
れ
は
文
字
通
り
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
生
命
力
を
表
し
、
ゼ
ロ
に
な
れ

ば
死
ぬ
。

　
Ｍ
Ｐ
…
…
魔
法
や
技
を
使
う
の
に
必
要
な
値
。

　
Ｖ
Ｉ
Ｔ
…
…
強
力
な
攻
撃
や
長
時
間
の
錬
成
な
ど
の
行
動
に
よ
っ
て
減
少
す

る
幅
が
大
き
く
な
り
、
ゼ
ロ
に
な
る
と
死
ぬ
。

　
Ｓ
Ｔ
Ｒ
…
…
杖
や
剣
な
ど
物
理
攻
撃
で
相
手
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
際
に
影

響
す
る
。

　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
…
…
敵
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
際
ダ
メ
ー
ジ
算
出
に
影
響
す
る
。

　
Ｉ
Ｎ
Ｔ
…
…
物
理
的
ダ
メ
ー
ジ
以
外
の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
際
に
影
響
す
る
。

　
Ｍ
Ｎ
Ｄ
…
…
魔
法
ダ
メ
ー
ジ
や
異
常
効
果
な
ど
を
受
け
た
際
に
影
響
す
る
。

　
Ａ
Ｇ
Ｉ
…
…
命
中
率
や
回
避
な
ど
に
影
響
す
る
。

　
Ｌ
Ｕ
Ｋ
…
…
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
や
錬
成
・
調
合
の
成
否
に
関
係
す
る

　
　

　「
…
…
こ
れ
は
」

　
そ
う
い
っ
た
ス
テ
ー
タ
ス
よ
り
も
俺
は
Ｌ
Ｕ
Ｃ
が
－
９
９
９
９
と
い
う
最
悪
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の
数
値
が
気
に
な
る
。

「
た
だ
、
攻
撃
魔
法
系
で
あ
る
俺
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
な
」

　
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
が
関
係
す
る
の
は
物
理
系
の
職
種
で
あ
り
、
さ
ら
に
俺
は
錬

金
士
で
は
な
い
か
ら
錬
成
や
調
合
な
ど
も
一
切
行
わ
な
い
、
が
。

「
つ
ま
ら
ん
な
」

　
俺
に
と
っ
て
イ
ー
ス
ペ
リ
ア
大
陸
の
ゲ
ー
ム
は
ほ
ぼ
制
覇
し
た
の
も
同
然
。

　
す
で
に
分
か
り
切
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
ク
エ
ス
ト
を
こ
な
す
の
は
面
倒
く

さ
い
。

「
な
ら
最
強
を
目
指
す
方
向
は
な
し
と
い
う
こ
と
で
」

　
そ
う
結
論
付
け
た
俺
は
次
に
見
慣
れ
な
い
オ
ー
ト
ス
キ
ル
に
目
を
向
け
る
。

　
Ｌ
Ｕ
Ｃ
 

変
動
―
―
特
定
の
行
動
を
取
る
と
Ｌ
Ｕ
Ｃ
が
変
動
す
る
。

「
特
定
の
行
動
？
」

　
俺
は
特
定
の
行
動
と
は
何
を
指
す
の
か
分
か
ら
ず
に
首
を
傾
げ
る
。

　　
俺
は
結
構
こ
の
ゲ
ー
ム
を
や
り
込
ん
だ
が
、
こ
ん
な
特
殊
な
オ
ー
ト
ス
キ
ル

な
ど
攻
略
ペ
ー
ジ
に
も
載
っ
て
い
な
か
っ
た
。

「
あ
、
誰
か
が
こ
け
た
」

　
不
意
に
俺
が
見
て
い
る
前
で
買
い
物
を
し
て
い
た
ネ
コ
の
亜
人
の
お
姉
さ
ん
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が
転
ん
だ
。

　
必
然
的
に
慣
性
の
法
則
で
買
っ
て
い
た
も
の
が
辺
り
に
ぶ
ち
ま
け
ら
れ
る
。

「
ま
あ
、
何
か
の
縁
だ
。
拾
お
う
か
」

　
ネ
コ
の
亜
人
の
お
姉
さ
ん
が
必
死
に
集
め
て
い
る
の
を
た
だ
傍
観
す
る
ほ
ど

俺
は
悪
人
じ
ゃ
な
か
っ
た
。

「
手
伝
い
ま
す
よ
」

　
俺
は
そ
う
断
っ
て
ネ
コ
の
亜
人
の
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
落
と
し
た
も
の
を
拾

い
始
め
た
。

「
こ
れ
で
全
部
か
な
」

　
最
後
の
１
つ
を
渡
し
た
俺
は
一
息
を
吐
く
。

　
拾
い
集
め
る
行
動
事
態
は
簡
単
だ
っ
た
が
、
結
構
広
範
囲
に
広
が
っ
て
い
た

の
で
そ
れ
を
集
め
る
の
に
手
間
取
っ
た
。

「
あ
の
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
、
お
礼
で
す
」

　
全
て
を
拾
い
終
え
て
猫
の
亜
人
の
お
姉
さ
ん
に
手
渡
す
と
、
お
礼
の
印
と
し

て
そ
の
果
物
を
一
個
渡
し
て
く
れ
る
。

　
そ
し
て
そ
の
ま
ま
猫
の
亜
人
さ
ん
の
お
姉
さ
ん
は
雑
踏
の
中
へ
と
消
え
て
い

っ
た
。
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ピ
ロ
ー
ン

「
ん
？
」

　
電
子
音
が
響
い
て
俺
の
目
の
前
に
ウ
イ
ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
る
。

『
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
―
―
Ｌ
Ｕ
Ｃ
　
＋
１
』

「
あ
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
か
」

　
俺
は
特
定
の
行
動
が
何
を
指
す
の
か
理
解
し
た
。

　
褒
め
ら
れ
る
行
為
、
つ
ま
り
善
行
を
行
う
と
Ｌ
Ｕ
Ｃ
が
上
昇
す
る
オ
ー
ト
ス

キ
ル
ら
し
い
。

「
な
る
ほ
ど
ね
、
こ
れ
が
神
様
が
俺
に
与
え
た
試
練
か
」

　
自
殺
と
い
う
大
業
を
犯
し
た
罪
を
償
う
に
は
多
く
の
善
行
を
積
め
と
。

「
ま
、
分
か
り
や
す
く
て
い
い
な
」

　
最
強
の
力
を
手
に
入
れ
た
も
の
の
、
こ
の
世
界
で
ど
う
生
き
て
い
こ
う
か
目

標
が
無
か
っ
た
ん
だ
。

　
ス
テ
ー
タ
ス
も
最
高
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
も
分
か
り
切
っ
て
い
る
か

ら
必
死
に
な
っ
て
や
る
必
要
も
な
い
。

　
な
ら
ば
善
行
を
積
ん
で
最
悪
の
状
態
で
あ
る
Ｌ
Ｕ
Ｃ
を
最
高
値
に
上
げ
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
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そ
し
て
、
Ｌ
Ｕ
Ｃ
を
元
に
戻
し
た
後
に
本
格
的
な
冒
険
と
移
る
。

　
う
ん
、
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
。

「
よ
し
、
そ
う
と
決
ま
れ
ば
行
動
開
始
だ
」

　
目
指
せ
、
Ｌ
Ｕ
Ｃ
　
９
９
９
９
！
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ク
ソ
ガ
キ

「
は
て
さ
て
…
…
ど
う
し
た
も
の
か
な
」

　
手
に
持
っ
た
果
実
―
―
リ
ン
ゴ
を
掌
で
弄
び
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
予
定
に
つ

い
て
考
え
る
。

　
Ｌ
Ｕ
Ｃ
を
上
げ
る
た
め
に
善
行
を
積
む
と
い
う
目
標
は
決
ま
っ
た
。

「
し
か
し
、
ど
う
や
っ
て
善
行
を
積
む
？
」

　
て
っ
と
り
早
い
の
は
何
か
を
生
み
出
し
て
そ
れ
を
供
給
す
る
こ
と
な
の
だ
が
、

残
念
な
が
ら
俺
は
そ
ち
ら
に
関
し
て
は
ド
素
人
と
い
う
か
触
れ
た
こ
と
も
な
い
。

「
い
つ
も
画
面
の
外
か
ら
見
て
き
た
俺
に
突
然
何
か
を
作
れ
と
言
わ
れ
て
も
不

可
能
だ
な
」

　
料
理
す
ら
作
れ
な
か
っ
た
俺
が
薬
を
作
成
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

　
し
か
も
、
例
え
作
れ
た
と
し
て
も
Ｌ
Ｕ
Ｃ
は
最
悪
値
。

　
奇
跡
が
起
こ
っ
て
も
無
理
だ
ろ
う
。

「
さ
て
、
ど
う
し
―
―
」

　
と
、
そ
こ
ま
で
考
え
た
瞬
間
手
に
持
っ
て
い
た
果
実
が
パ
ッ
と
消
え
た
。

　
驚
い
て
辺
り
を
見
回
す
と
、
羽
音
を
出
し
な
が
ら
俺
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る

鳥
の
亜
人
が
一
人
。
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あ
の
漆
黒
の
羽
模
様
か
ら
、
お
そ
ら
く
鴉
だ
な
。

　
向
こ
う
は
空
に
逃
げ
た
こ
と
で
安
心
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
俺
の
方
を
向
い
て
舌
を
出
す
。

　
ど
う
や
ら
ま
だ
１
０
歳
程
度
の
子
供
ら
し
い
。

　
あ
ど
け
な
い
顔
に
、
不
釣
り
合
い
な
大
き
な
羽
を
持
っ
て
い
る
。

「
さ
て
さ
て
、
こ
れ
は
少
し
お
仕
置
き
を
し
な
い
と
い
け
な
い
な
」

　
ト
ン
ト
ン
と
ル
ナ
テ
ィ
ス
の
ブ
ー
ツ
の
つ
ま
先
を
蹴
る
。

　
こ
れ
は
移
動
不
可
能
な
場
所
―
―
水
の
上
や
マ
グ
マ
は
勿
論
の
こ
と
、
何
と

空
ま
で
歩
く
こ
と
が
出
来
る
逸
品
だ
。

　
こ
れ
を
手
に
入
れ
る
に
相
当
苦
労
し
た
な
。

　
何
せ
廃
人
で
あ
る
俺
で
さ
え
３
回
も
ク
エ
ス
ト
に
失
敗
し
た
ん
だ
。

　
か
な
り
屈
辱
だ
っ
た
が
、
誰
に
も
取
ら
れ
る
こ
と
も
無
く
、
手
に
入
れ
ら
れ

て
ホ
ッ
と
し
た
記
憶
が
あ
る
。

　
鴉
の
少
年
が
驚
き
の
表
情
を
作
る
。

　
い
い
ね
え
、
そ
れ
。

　
あ
り
え
な
い
と
で
か
で
か
と
顔
に
書
い
て
あ
る
な
あ
。
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「
さ
て
、
鬼
ご
っ
こ
の
始
ま
り
だ
」

　
鴉
の
少
年
が
加
速
し
た
の
を
合
図
に
し
、
空
中
鬼
ご
っ
こ
が
始
ま
っ
た
。

「
…
…
ま
だ
捕
ま
ら
な
い
か
」

　
俺
は
鴉
の
少
年
を
追
い
か
け
な
が
ら
そ
ん
な
こ
と
を
呟
く
。

　
体
は
１
７
歳
の
た
め
体
力
的
に
は
問
題
な
い
が
、
た
か
が
果
実
一
個
で
こ
こ

ま
で
労
力
を
使
う
必
要
が
あ
る
の
か
と
俺
は
考
え
始
め
た
。

　
こ
れ
以
上
時
間
を
か
け
て
も
仕
方
な
い
の
で
俺
は
杖
を
取
り
出
し
て
詠
唱
を

始
め
る
。

　
詠
唱
の
た
め
足
が
止
ま
り
、
鴉
の
少
年
と
の
距
離
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い

っ
た
が
そ
れ
は
仕
方
な
い
だ
ろ
う
。

「
雷
よ
、
敵
を
貫
け
―
―
サ
ン
ダ
ー
」

　
杖
の
先
か
ら
電
流
が
迸
っ
て
鴉
の
少
年
を
打
ち
貫
い
た
。

　
突
然
の
出
来
事
に
鴉
の
少
年
は
驚
愕
の
表
情
を
浮
か
べ
、
そ
し
て
痺
れ
る
体

を
必
死
に
動
か
そ
う
と
し
な
が
ら
落
下
し
て
い
っ
た
。

「
ま
あ
、
死
に
は
し
な
い
だ
ろ
」

　
幸
か
不
幸
か
こ
こ
は
湖
の
上
空
。
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地
面
と
違
っ
て
怪
我
は
し
な
い
だ
ろ
う
な
。

　　
と
、
俺
は
そ
こ
ま
で
考
え
た
が
、
重
大
な
事
実
に
気
付
く
。

「
麻
痺
状
態
に
水
っ
て
不
味
く
な
い
か
？
」

　
案
の
定
、
鴉
の
少
年
は
沈
ん
だ
ま
ま
浮
か
ん
で
こ
な
い
。

　
俺
は
血
相
を
変
え
て
水
に
飛
び
込
み
、
鴉
の
少
年
を
救
出
し
た
の
は
言
う
ま

で
も
無
い
だ
ろ
う
。

「
何
で
人
間
の
く
せ
に
飛
べ
る
ん
だ
よ
！
　
そ
れ
に
魔
法
な
ん
て
卑
怯
だ
ろ
！
」

　
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
た
ま
ま
の
鴉
の
少
年
は
そ
う
言
っ
て
俺
を
責
め
て
く
る
。

「
お
い
お
い
、
何
で
俺
が
怒
ら
れ
る
ん
だ
よ
。
そ
も
そ
も
お
前
が
俺
か
ら
果
実

を
取
ら
な
け
れ
ば
こ
ん
な
事
態
に
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
」

「
煩
い
！
　
お
か
げ
で
果
実
も
湖
の
中
に
落
と
し
た
か
ら
弁
償
し
ろ
！
」

「
は
あ
？
　
ど
う
し
て
俺
が
弁
償
す
る
ん
だ
。
あ
れ
は
元
々
俺
の
だ
ろ
う
」

「
俺
が
最
後
に
持
っ
て
い
た
か
ら
俺
の
だ
！
」

　
無
茶
苦
茶
な
理
屈
で
あ
る
。

　
そ
の
あ
ま
り
の
開
き
直
り
の
良
さ
に
呆
れ
を
通
り
越
し
て
感
心
し
て
い
た
俺
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が
そ
こ
に
い
た
。

「
…
…
ク
シ
ュ
ン
！
」

　
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
喚
い
て
い
た
鴉
の
少
年
が
吹
い
て
き
た
風
に
よ
っ
て
震
え
、

く
し
ゃ
み
を
す
る
。

　
そ
う
言
え
ば
俺
も
ク
ソ
ガ
キ
も
ず
ぶ
濡
れ
だ
っ
た
な
。

　
季
節
は
初
夏
だ
か
ら
大
丈
夫
か
も
し
れ
な
い
が
、
早
い
所
乾
か
し
て
お
き
た

い
。

「
お
い
、
ク
ソ
ガ
キ
。
お
前
の
住
ん
で
い
る
所
に
連
れ
て
行
け
」

「
ク
ソ
ガ
キ
じ
ゃ
な
い
！
　
ア
ロ
ウ
だ
！
　
そ
し
て
、
ど
う
し
て
俺
が
お
前
な

ん
か
を
家
に
案
内
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
よ
！
」

　
…
…
本
当
に
子
供
と
い
う
の
は
凄
い
な
あ
。

　
俺
に
で
き
な
い
こ
と
を
平
然
と
や
っ
て
の
け
て
や
が
る
。

「
分
か
っ
た
よ
、
こ
の
事
は
犬
に
噛
ま
れ
た
と
し
て
忘
れ
る
こ
と
に
す
る
」

　
ア
ロ
ウ
の
無
鉄
砲
さ
に
敬
意
を
表
し
て
こ
こ
は
引
き
下
が
ろ
う
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
ま
ま
ア
ロ
ウ
を
帰
ら
せ
る
の
も
何
だ
っ
た
の
で
俺

は
懐
か
ら
金
貨
を
取
り
出
し
て
渡
す
。

「
き
、
金
貨
！
？
」
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ア
ロ
ウ
が
驚
く
の
も
無
理
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
金
貨
は
そ
れ
一
枚
で
大
人
一
人
が
１
ヶ
月
ほ
ど
ゆ
う
に
遊
ん
で
暮
ら
せ
る
ほ

ど
の
金
額
だ
。

　
ち
な
み
に
俺
は
金
貨
だ
け
で
軽
く
１
万
枚
は
持
っ
て
い
る
。

　
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
。

「
金
っ
て
あ
る
一
線
を
越
え
る
と
不
要
な
も
の
に
な
り
下
が
る
か
ら
な
あ
」

　
中
級
ま
で
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
と
も
か
く
、
俺
ぐ
ら
い
の
域
に
な
る
と
装
備
は

全
て
非
売
品
で
固
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
金
は
指
数
関
数
的
に
増
加
し
て
い
く
。

　
も
ち
ろ
ん
カ
ジ
ノ
で
消
費
す
る
の
も
手
だ
っ
た
が
、
俺
は
そ
れ
を
全
く
使
用

し
な
か
っ
た
の
で
今
に
至
っ
て
い
る
。

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
な
、
ク
ソ
ガ
キ
。
風
邪
を
ひ
く
な
よ
」

　
俺
も
濡
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
早
い
所
乾
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
だ
か
ら
俺
は
踵
を
返
し
て
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
の
だ
が
。

「
待
っ
て
く
れ
！
」

「
ヘ
ブ
ッ
！
」

　
ア
ロ
ウ
は
俺
の
ロ
ー
ブ
を
引
っ
張
り
や
が
っ
た
。

「
イ
タ
タ
…
…
お
い
ク
ソ
ガ
キ
。
何
の
つ
も
り
だ
？
」
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痛
む
鼻
を
抑
え
て
そ
う
文
句
を
垂
れ
よ
う
と
し
た
の
だ
が
。

「
俺
の
家
に
案
内
す
る
！
　
だ
か
ら
こ
っ
ち
だ
！
」

　
ア
ロ
ウ
は
全
く
耳
も
貸
さ
ず
に
俺
の
両
脇
を
持
っ
て
連
れ
て
行
こ
う
と
す
る

の
だ
が
。

「
お
い
お
い
、
子
供
の
お
前
に
大
人
１
人
持
ち
上
が
る
は
ず
が
な
い
だ
ろ
う
」

　
ア
ロ
ウ
は
必
死
に
羽
ば
た
か
せ
て
い
る
が
、
１
８
０
ｃ
ｍ
あ
る
俺
の
体
は
ピ

ク
リ
と
も
動
か
な
い
。

「
お
い
、
ク
ソ
ガ
キ
。
一
体
ど
う
し
た
ん
だ
？
」

　
い
き
な
り
俺
か
ら
果
実
を
奪
っ
た
こ
と
と
い
い
、
そ
れ
を
落
と
し
て
突
っ
か

か
る
と
い
い
、
行
動
に
一
貫
性
が
見
え
な
い
。

「
妹
が
…
…
俺
の
妹
が
助
か
る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
」

　
顔
を
真
っ
赤
に
し
な
が
ら
羽
ば
た
か
せ
て
そ
う
漏
ら
す
ア
ロ
ウ
の
様
子
か
ら

お
そ
ら
く
嘘
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
も
し
嘘
な
ら
大
し
た
役
者
だ
け
ど
な
。

「
分
か
っ
た
、
お
前
の
妹
の
元
へ
向
か
う
か
ら
一
旦
下
ろ
せ
」

　
必
死
に
努
力
が
叶
っ
た
の
か
俺
の
体
は
１
０
ｃ
ｍ
ほ
ど
浮
い
て
い
た
。

「
ホ
ン
ト
か
！
？
」
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ニ
パ
ッ
と
笑
う
の
は
勝
手
だ
が
突
然
離
す
な
、
驚
い
た
ぞ
。

「
あ
あ
、
本
当
だ
。
俺
に
嘘
は
つ
か
な
い
」

　
ア
ロ
ウ
の
妹
を
救
え
ば
Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ｋ
も
手
に
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
な
。

　
と
、
俺
は
そ
ん
な
打
算
も
胸
に
ア
ロ
ウ
と
共
に
空
を
飛
ん
で
い
っ
た
。
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少
年
の
決
意

「
こ
こ
が
俺
の
家
だ
」

　
ア
ロ
ウ
の
案
内
の
元
そ
の
妹
や
ら
が
い
る
場
所
に
辿
り
着
い
た
の
は
い
い
が
、

俺
は
こ
れ
が
家
と
言
え
る
の
か
戸
惑
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
こ
こ
ま
で
来
る
ま
で
驚
き
だ
っ
た
。

　
一
軒
家
が
立
ち
並
ぶ
場
所
を
抜
け
、
集
合
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
場
所
も
素
通
り
。

　
段
々
と
ゴ
ミ
や
ら
浮
浪
者
が
道
端
に
現
れ
始
め
た
通
り
を
抜
け
た
場
所
に
ア

ロ
ウ
の
掘
立
小
屋
―
―
家
が
あ
っ
た
。

「
お
前
は
貧
民
街
出
身
な
の
だ
な
」

　
レ
ン
ガ
は
あ
ち
こ
ち
ひ
び
割
れ
、
窓
は
吹
き
さ
ら
し
。

　
家
の
中
も
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
と
ガ
ラ
ク
タ
が
積
ま
れ
て
そ
こ
か
ら
悪
臭
を
放
っ

て
い
た
。

「
俺
は
子
供
だ
か
ら
な
。
出
来
る
こ
と
な
ん
て
た
か
が
知
れ
て
い
る
」

　
悔
し
そ
う
に
呟
く
様
子
か
ら
、
こ
の
状
況
を
快
く
思
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。

「
ま
あ
、
ア
ロ
ウ
の
過
去
に
つ
い
て
は
後
で
聞
く
と
し
て
と
り
あ
え
ず
そ
の
妹

や
ら
は
ど
こ
に
い
る
？
」

「
そ
こ
の
ベ
ッ
ド
だ
」
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虫
食
い
だ
ら
け
の
毛
布
で
作
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
だ
け
は
綺
麗
に
し
よ
う

と
頑
張
っ
た
の
だ
ろ
う
。
他
の
場
所
と
比
べ
て
幾
分
か
整
え
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
し
て
俺
は
ベ
ッ
ド
に
近
づ
き
、
そ
こ
に
眠
っ
て
い
る
少
女
を
見
た
感
想
は
。

「
お
お
、
こ
れ
は
」

　
本
物
と
い
う
の
は
ど
ん
な
環
境
に
置
か
れ
て
も
そ
の
輝
き
を
色
褪
せ
な
い
、

そ
ん
な
事
実
を
確
信
す
る
し
て
し
ま
う
ほ
ど
美
し
か
っ
た
。

「
妹
の
ハ
ク
ア
だ
、
鷺
の
血
を
色
濃
く
受
け
継
い
で
い
る
」

　
栄
養
状
態
が
悪
く
、
身
も
あ
ま
り
綺
麗
に
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。
少
々
肌

や
翼
が
黒
ず
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
で
も
美
し
い
と
感
じ
て
し
ま
う
。

　
病
的
な
ほ
ど
白
い
肌
と
純
白
の
羽
の
持
ち
主
が
横
た
わ
っ
て
い
る
姿
と
い
う

の
は
ど
こ
か
こ
う
、
静
謐
な
空
気
に
包
ま
れ
る
な
。

「
…
…
お
兄
ち
ゃ
ん
？
」

　
俺
が
近
づ
い
た
こ
と
で
ハ
ク
ア
が
目
を
覚
ま
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
澄
み
切
っ
た
碧
い
瞳
を
俺
に
向
け
な
が
ら
弱
弱
し
い
声
音
で
そ
う
絞
り
出
す
。

「
い
や
、
俺
は
ア
ロ
ウ
の
…
…
お
兄
さ
ん
と
浅
か
ら
ぬ
因
縁
が
あ
る
者
だ
」

　
果
物
を
盗
ま
れ
た
の
で
追
い
か
け
た
仲
だ
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
曖

昧
に
ご
ま
か
し
た
。
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「
お
兄
さ
ん
が
君
を
看
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
た
の
で
来
た
わ
け
だ
」

「
…
…
そ
う
。
あ
り
が
と
う
」

　
儚
く
微
笑
む
様
子
か
ら
、
俺
は
ハ
ク
ア
を
救
い
た
い
と
い
う
感
情
が
出
て
く

る
。

　
な
る
ほ
ど
な
、
あ
の
ク
ソ
ガ
キ
が
必
死
に
な
る
わ
け
だ
。

　
こ
ん
な
微
笑
み
を
浮
か
べ
ら
れ
た
ら
男
な
ら
誰
だ
っ
て
何
と
か
し
た
い
と
思

う
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
俺
は
一
通
り
受
け
答
え
を
し
終
え
、
ア
ロ
ウ
と
話
す
。

「
第
一
に
こ
の
環
境
が
悪
い
。
清
潔
な
部
屋
と
栄
養
価
値
が
高
い
食
事
を
施
さ

な
け
れ
ば
何
と
も
言
え
な
い
」

　
ハ
ク
ア
の
病
に
つ
い
て
は
詳
し
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
と
り
あ
え
ず
こ
の

環
境
を
改
善
す
る
こ
と
が
第
一
だ
と
伝
え
る
。

「
ま
あ
、
と
に
か
く
こ
こ
を
出
る
こ
と
だ
。
幸
い
に
も
金
は
あ
る
か
ら
も
っ
と

良
い
場
所
で
療
養
さ
せ
よ
う
」

　
俺
の
提
案
に
ア
ロ
ウ
は
頷
く
。

「
そ
し
て
、
気
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
お
前
と
ハ
ク
ア
は
兄
妹
で
な
い
だ
ろ

う
。
い
く
ら
偶
然
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
も
あ
ん
な
見
事
な
白
を
出
せ
る
と
は

思
え
な
い
」

　
ア
ロ
ウ
は
カ
ラ
ス
の
亜
人
だ
が
、
よ
く
見
る
と
鳩
や
雀
の
色
も
僅
か
に
確
認
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で
き
る
。

　
身
な
り
や
性
格
か
ら
ア
ロ
ウ
は
雑
種
だ
と
い
う
こ
と
は
疑
い
な
い
の
だ
が
、

ハ
ク
ア
は
別
。

　
あ
れ
は
純
潔
で
な
い
と
あ
の
神
々
し
い
雰
囲
気
は
出
せ
な
い
と
睨
ん
で
い
る

の
だ
が
。

「
俺
と
ハ
ク
ア
は
兄
妹
だ
！
」

　
が
、
ア
ロ
ウ
は
ム
キ
に
な
っ
て
否
定
す
る
。

　
そ
の
必
死
な
様
子
か
ら
俺
は
こ
れ
以
上
聞
い
て
も
無
駄
だ
と
判
断
し
て
次
の

質
問
に
移
っ
た
。

「
ま
あ
、
そ
れ
は
良
い
。
し
か
し
、
お
前
ら
は
こ
こ
に
来
て
浅
い
だ
ろ
。
鷺
の

亜
人
は
希
少
の
上
、
あ
そ
こ
ま
で
見
事
な
白
は
そ
う
い
な
い
。
下
手
す
れ
ば
金

貨
１
０
０
枚
は
下
ら
な
い
と
思
う
」

「
…
…
」

「
そ
れ
も
答
え
て
く
れ
な
い
か
…
…
」

　
ア
ロ
ウ
は
黙
秘
し
、
意
地
で
も
喋
ら
な
い
と
い
う
決
意
が
浮
か
ん
で
い
た
の

で
俺
は
追
及
を
諦
め
た
。

「
そ
ん
な
に
話
し
た
く
な
い
の
な
ら
俺
か
ら
は
も
う
こ
れ
以
上
聞
か
な
い
。
た

だ
、
土
壇
場
に
な
っ
て
か
ら
真
実
を
話
す
の
は
止
め
て
く
れ
よ
。
『
実
は
ハ
ク

ア
は
鳥
人
の
中
で
名
誉
あ
る
血
統
で
し
た
』
な
ん
て
言
わ
れ
て
も
俺
は
助
け
ら

れ
な
い
」
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下
手
す
れ
ば
俺
は
重
罪
人
と
し
て
し
ょ
っ
引
か
れ
て
し
ま
う
。

　
さ
す
が
に
そ
れ
は
ご
め
ん
だ
っ
た
。

「
…
…
分
か
っ
た
」

　
ア
ロ
ウ
が
了
解
し
た
の
を
確
認
し
た
俺
は
一
つ
頷
き
、
ハ
ク
ア
の
体
を
毛
布

で
包
ん
で
ア
ロ
ウ
と
と
も
に
外
へ
出
た
。

　
そ
し
て
俺
は
記
憶
を
引
っ
張
り
出
し
て
宿
屋
の
中
で
も
最
高
級
の
場
所
を
選

ぶ
。

　
高
い
宿
と
い
う
の
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
ら
純
白
の
ハ

ク
ア
を
衆
人
に
見
せ
る
機
会
が
減
る
し
、
従
業
員
も
追
及
し
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。

「
…
…
広
い
」

　
ア
ロ
ウ
は
案
内
さ
れ
た
部
屋
の
広
さ
に
呆
然
と
す
る
。

「
さ
す
が
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
。
下
手
す
れ
ば
家
の
一
軒
は
収
ま
り
そ
う
だ
な
」

　
部
屋
は
４
つ
も
あ
る
の
だ
が
そ
れ
を
圧
迫
感
を
与
え
な
い
計
算
さ
れ
た
作
り

に
な
っ
て
お
り
、
床
前
面
に
踝
ま
で
埋
ま
り
そ
う
な
絨
毯
が
敷
い
て
あ
る
。
ベ

ッ
ド
を
押
し
て
み
る
と
、
ど
こ
ま
で
沈
ん
で
い
き
そ
う
な
柔
ら
か
さ
を
持
っ
て

い
た
。

「
こ
れ
だ
け
広
い
の
だ
っ
た
ら
ハ
ク
ア
と
ア
ロ
ウ
は
ベ
ッ
ド
を
使
え
。
俺
は
ソ
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フ
ァ
で
良
い
」

「
え
？
　
お
前
は
ベ
ッ
ド
で
寝
な
い
の
か
？
」

　
ベ
ッ
ド
の
感
触
を
楽
し
ん
で
い
た
ア
ロ
ウ
が
起
き
上
が
っ
て
信
じ
ら
れ
な
い

と
い
っ
た
風
に
聞
い
て
き
た
の
で
俺
は
手
を
振
っ
て
。

「
高
級
す
ぎ
て
落
ち
着
か
ん
。
そ
れ
に
ハ
ク
ア
は
お
前
と
一
緒
に
寝
た
い
よ
う

だ
」

　
俺
の
指
摘
に
ア
ロ
ウ
が
ハ
ク
ア
を
見
る
こ
と
と
、
横
に
な
っ
て
い
た
ハ
ク
ア

が
顔
を
逸
ら
す
の
は
同
じ
だ
っ
た
。

「
そ
う
い
う
こ
と
だ
。
さ
て
、
俺
は
食
料
と
薬
を
宿
屋
の
オ
ー
ナ
ー
か
ら
取
り

に
行
っ
て
く
る
か
ら
そ
れ
ま
で
大
人
し
く
し
て
お
け
よ
」

　
ア
ロ
ウ
と
ハ
ク
ア
が
何
と
も
言
え
な
い
微
妙
な
空
気
を
作
り
出
し
て
い
る
中
、

俺
は
そ
う
言
い
残
し
て
部
屋
を
出
て
行
っ
た
。

　
俺
が
い
な
い
間
に
何
か
解
決
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
２
人
と
も
顔
が
赤
い
。

　
そ
し
て
俺
は
運
ん
で
き
た
料
理
を
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
て
３
人
で
早
め
の
夕
食

を
始
め
た
。

　
ア
ロ
ウ
は
何
で
も
食
べ
る
ら
し
く
、
勢
い
よ
く
料
理
を
頬
張
る
の
に
対
し
、

ハ
ク
ア
は
果
物
し
か
取
ら
な
い
。
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ま
あ
、
鷺
は
そ
の
性
質
上
肉
や
魚
を
食
べ
ら
れ
な
い
か
ら
な
。
仕
方
な
い
と

い
え
ば
仕
方
な
い
か

　
今
度
、
栄
養
価
の
高
い
果
物
を
買
っ
て
こ
よ
う
と
俺
は
心
に
決
め
る
。

「
さ
て
と
、
こ
れ
か
ら
の
予
定
だ
が
、
い
つ
ま
で
も
こ
ん
な
生
活
は
で
き
な
い
。

そ
こ
は
理
解
し
て
い
る
な
？
」

　
食
事
を
取
り
終
え
た
俺
は
２
人
に
聞
く
。

「
ハ
ク
ア
は
仕
方
な
い
と
し
て
も
、
ア
ロ
ウ
は
動
け
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
俺
は

ア
ロ
ウ
を
冒
険
者
に
し
た
い
の
だ
が
構
わ
な
い
か
」

　
冒
険
者
と
い
う
の
は
大
都
市
に
配
置
さ
れ
た
ト
ー
ル
神
殿
の
神
託
に
よ
っ
て

『
剣
使
い
』
か
『
魔
法
使
い
』
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
も
ち
ろ
ん
誰
に
で
も
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
冒
険
者
に
な
る
に
は
専
門
の
学
校
を
出
る
か
、
ま
た
は
試
練
を
ク
リ
ア
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
お
兄
ち
ゃ
ん
が
冒
険
者
…
…
」

　
ハ
ク
ア
が
渋
い
顔
を
作
る
の
は
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　
何
せ
冒
険
者
と
い
う
の
は
そ
の
性
質
上
、
最
も
死
亡
率
が
高
い
。

　
ハ
ク
ア
か
ら
す
れ
ば
ア
ロ
ウ
に
万
が
一
の
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
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「
…
…
や
る
よ
」

　
が
、
対
称
的
に
本
人
で
あ
る
ア
ロ
ウ
は
乗
り
気
だ
。

「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。
今
の
俺
じ
ゃ
ハ
ク

ア
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
俺
、
冒
険
者
に
な
る
よ
」

　
ア
ロ
ウ
の
決
意
は
相
当
固
い
ら
し
い
。

　
瞳
に
全
く
揺
れ
が
な
い
。

「
そ
う
か
、
そ
れ
な
ら
善
は
急
げ
だ
。
明
日
に
も
そ
の
神
殿
に
行
く
ぞ
」

　
俺
の
宣
言
に
ア
ロ
ウ
は
炎
を
燃
え
上
が
ら
せ
る
。

「
…
…
そ
う
で
す
か
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
そ
の
気
な
ら
私
だ
っ
て
」

「
う
ん
？
」

　
ハ
ク
ア
が
何
か
を
呟
い
た
気
が
す
る
が
残
念
な
が
ら
俺
に
は
聞
こ
え
な
か
っ

た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

LUCK　－9999
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n8128w/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n8128w/

